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あなたの登山、１００％ 安全ですか !? 
行方不明者は ７年間 浮かばれません。 

登山届を必ず提出しましょう！ 
 

●私は「遭難」しない？ 

 あなたは、安全登山に気を使っていることでしょう。しかし、想定外のアクシデント（天気の急変、

体力の消耗による注意力・判断力の低下、分岐を見過ごした道迷い、思わぬ怪我、携帯電話のエリア外 

…… そして、失った冷静さ など）が不幸にして幾つも重なり、遭難（事故）に合う確率は、僅かなが

らですが、誰にでも、あります。 

●その時、生還するためには？ 「登山届」を必ず提出しましょう。 

 「遭難」した時、いかに早く見つけてもらうかが生還の鍵です。時間が経てば、事態は次第に深刻に

なります。「登山届」を捜索・救助機関（警察・消防）と共有することができれば、より早く、より効率

的に捜索・救助を行うことができます。また、捜索・救助機関への負担を最小に抑えることが出来ます。

マナーの１つとしても、「登山届」を必ず提出しましょう。 

●深刻なのは「行方不明」です。 

 遺体で見つかるのは不幸なことです。しかし「行方不明」も不幸です。樹木や藪の茂った広大な山野

の中で、ヘリコプターや人手で、登山道から外れた あなたを見つけるのは、相当困難なことです。 

 あなたは、やがて野生動物の餌となり、朽ちた衣服や装備が、周辺に散らばります。 

 行方不明者が「死亡とみなされる」（普通失踪による死亡）までに７年を要します。それまで、「相続

手続ができない」、「生命保険金が受け取れない」、「遺族年金が発生しない」、「勤務先との関係」など、

遺された家族には、心理的負担だけでなく、具体的な不都合が生じます。「見つけてもらう」ために、「登

山届」を必ず提出しましょう。 

●捜索には多額の費用が必要となる場合があります。 

 警察・消防による捜索・救助で費用を請求されることはありません（広島県の場合）が、捜索期間は

限られており、発見に至らない場合があります。 

 より効率的に捜索を行おうとしたり、警察・消防が捜索を打ち切った場合は、民間のヘリコプターや

捜索・救助隊を要請することになります。それには多額の費用がかかります。そのために「遭難捜索費

用」を賄うことができる保険に、入りましょう。 

●「ココヘリ」は有効なシステムです。 

 「ココヘリ」に入会すると、小さな発信機「ヒトココ」を貸与されます。「ヒトココ」の電波は微弱で

すが、上空なら、数ｋｍ届きます。これをヘリコプターが迅速に、ピンポイントで探してくれるのが、

このサービスです。遭難者が、登山道から大きく外れた、とんでもない場所で発見された事例もありま

す。「ココヘリ」に入りましょう。〔入会金（初年度のみ）３,３００円＋年会費５,５００円〕 

 なお、「ココヘリ」は、家族や友人が警察に通報したうえで、要請することとなります。 

 また、「登山届」が提出されていない（どこの山に行ったか分からない）と、探すことができません。

「登山届」を必ず提出しましょう。 

 

●あなたと、あなたの大切な人（家族や友人）のために、「登山届」を必ず提出しましょう。 
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１ 「登山届」の提出方法は？ 

〔方法１〕「コンパス」、「ヤマップ」で地図を操作しての「登山届」  おすすめ！  

 スマホやパソコン上で、地図を操作することにより、「登山届」を電子提出できます。慣れれば、操作、

提出は簡単です。〔無料機能〕 

 なお、「ヤマレコ」の「登山届」機能は「コンパス」に連携しています。〔有料版に限る〕 

〔方法２〕「コンパス」で様式入力しての「登山届」  地図操作が苦手な方  

 「コンパス」に限り、ホームページ上（パソコン、スマホ）で、様式に入力することより、「登山届」

を電子提出できます。〔無料機能〕 

〔方法３〕紙の様式での「登山届」  スマホやパソコンの操作が出来ない方  

 紙の様式に記入し、所轄の警察署に郵送またはＦＡＸします。「家族や友人」にもコピーを渡しておき

ましょう。（もし、警察署に提出する時間的余裕ない場合でも、少なくとも「家族や友人」とは「登山届」

を共有しておきましょう。） 

 

２ 提出した「登山届」はどうなる？ 

 電子提出した「登山届」のデータは、「コンパス」や「ヤマップ」のサーバーに蓄積されます。同時に、

緊急連絡先として指定した「家族や友人」に、その旨がメール通知されます。「下山届」も「家族や友人」

にメール通知されます。 

 万一、下山の連絡がない時、「家族や友人」は、警察に通報してください。その際、「登山届」を電子

提出していることを伝えると、警察は「コンパス」や「ヤマップ」のサーバーにある「登山届」を見る

ことができ、迅速に捜索の態勢を整えることが出来ます。（★） 

 紙の様式が手元にある場合、警察署に提出している場合は、その旨を警察に伝えてください。 

 下山連絡がない場合の対応は、「家族や友人」と、事前によく打ち合わせをしておいてください。 

 ★ 広島県警は「コンパス」、「ヤマップ」と提携しているので、「登山届」を見ることが出来ます。 

  その他、全国各地の都道府県の提携状況は、各事業者のホームページをご覧ください。 

 

３ 「コンパス」、「ヤマップ」の主な「登山届」機能 

          ○：無料版で機能あり  ￥：有料版で機能あり  ×：機能なし  

 
 

「コンパス」 「ヤマップ」 
ホーム 

ページ 

スマホ 

アプリ 

ホーム 

ページ 

スマホ 

アプリ 

１ 様式に記入しての登山届作成 ○*1 × × × 

２ 地図を操作しての登山届作成（主要な登山道・区間） ○ ○ × ○ 

３ 地図を操作しての登山届作成（任意の登山道・区間） ○ ○ × × 

４ 家族や友人への登山届通知（メール） ○ ○ × ○ 

５ 家族や友人への下 山 通 知（メール） ○ ○ × ○ 

６ 家族や友人への下 山 通 知（ライン） ￥ ￥ × ￥*2 

７ 全 国 の 提 携 都 道 府 県 数 
３４ 都道府県 

・警察 

２２ 府県 

・警察 

８ 中 国 地 方 の 提 携 県 
広島・山口・ 

島根・鳥取・岡山 

広島・山口・ 

島根・鳥取・－－ 
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４ 登山届の提出から捜索・救助までの流れ 

 

               あなたが「登山届」を作成、提出  

 

     （「コンパス」や「ヤマップ」の場合）  （「紙書式」の場合） 

     家族や友人にシステムからのメール      家族や友人にコピーを渡す。    

 

               家族や友人と「登山届」を共有     

 

 

              下山連絡がない（遭難・事故の可能性） 

 

              家族や友人が、あなたと連絡を試みる 
                  （電話、メールなど）  

 

                    警察へ通報 
              「登山届」を提出している旨を伝える 

 

                         （「ココヘリ」に入会している場合） 

                          「ココヘリ」の緊急受付電話に連絡 

 

          「登山届を参照」         「ココヘリ」が捜索・場所特定 

 

       警察・消防などによる捜索・救助         （警察に位置情報を提供） 

 

                   無事発見・救助       

 

 

 

 

 

 

〔２ページの『３ 「コンパス」、「ヤマップ」の主な「登山届」機能』の注記〕 

 ・「コンパス」や「ヤマップ」の利用には、会員登録が必要です。あなたのメールアドレス、 

  自分なりのＰＷ、緊急連絡先（家族や友人など）のメールアドレスを準備してください。 

 *1 トップページの日本地図の下にある「フォームから登山計画を作成」をクリックします。 

 *2「みまもり機能」で対応。 

 ・「ヤマレコ」の登山届メニューは、有料版でコンパスに連携しています。 

  

家族や友人の動きです。
事前に手順を確認して 

おきましょう。 

・警察やココヘリに 

 通報するのは家族 

 や友人です。 

・システムが自動で 

 通報する訳ではあり 

 ません。 

重要 
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ＱＲコードをうまく読み取れない場合は、手や紙で、他のＱＲコードを隠してください。 

広島県警（安全で楽しい登山のために） 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/polic

e/tozankeikaku.html 

 

 

日本山岳・スポーツクライミング協会 

（登山と計画） 

簡易版登山届、登山計画書の様式あり。 

https://www.jma-sangaku.or.jp/sangaku/plan/ 

 

「Ｃｏｍｐａｓｓ（コンパス）」 

https://www.mt-compass.com/ 

 

（同左スマホアプリ「コンパスＥＸ」） 

https://www.mt-compass.com/ex_info.php 

 

「ＹＡＭＡＰ（ヤマップ）」 

https://yamap.com/plans/new 

 

「ココヘリ」 

https://www.cocoheli.com/ 

 

「日山協山岳共済会の山岳保険」 

https://sangakukyousai.jp/ 

ピッケル、アイゼン、ザイル等の登山用具を使用する登山中（フリークライ 

ミングを含むロッククライミング、冬山登山等 を含む。）の事故が 

・補償対象外 の「ハイキングコース」年額３,８７０円～ 

・補償対象  の「登山コース」年額５,５２０円～ 

 

 

 

 

       このチラシに記載の内容は、掲載日に確認されたものを要約して記載したものです。 
       くわしくは、各事業者のホームページなどで、ご確認ください。 

Ｒ０５１２１０（第１版） 

      一般社団法人 

広島県山岳・スポーツクライミング連盟 


